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（１）窒素の総施用量を削減する技術  

  うね内の定植部周辺に肥料を土壌と混和して帯状の施肥部分を形成す   

 るうね内部分施肥機を使うと、春まき作型では、うね内部分施肥機による   

 30％減肥設定で慣行の全面全層施肥と比べて 90％から同程度の調整重が  

 得られる。また、夏まき作型では、30％～50％の減肥設定で慣行栽培の 90％  

 程度の調整重が得られる。  

  うね内部分施肥機は一般的な全面マルチ用作業機よりもやや高額で、差   

 額は概ね 50万円前後であるが、肥料コスト削減と肥料散布作業の省力の２  

 点から導入メリットはある。  

 

 

 

   

 

＜減肥ポイント＞ 

○全面マルチ用うね内部分施肥による減肥栽培（肥料コスト削減、肥料散布作

業の省力） 

○堆肥の施用による化学肥料減肥（肥料コスト削減）  

○可給態リン酸が 50mg/100g を超えたほ場ではリン酸肥料を削減（リン酸肥料

コスト削減） 

表１  はくさいの夏まき作型における調整重（平成 22～ 23 年  野菜花き試験場）  

表２  はくさいの夏まき作型における調整重（平成 24 年  野菜花き試験場）  

 



（２）リン酸、カリを削減して施肥コストを低減する技術  

  夏まきはくさいの栽培を予定している圃場作土の可給態リン酸量   

 （トルオーグ法）を測定し、概ね 50mg/100g 乾土以上であれば、リン酸  

 肥料を全く施用しないで栽培しても、基準量を施用した場合と同等の  

 収量が得られる。  

 

（３）有機質肥料、有機物を利用して化学肥料を代替する技術  

  特殊肥料「そば殻発酵堆肥」は、春作付   

 前に２ t/10a 連用することで、秋はくさい  

 では３～４年間減肥率 30～ 50％の栽培がで  

 き、はくさいゴマ症の発生は抑制される。  

 前記した「Ⅲ  有機物の肥効特性」を参   

考にして、基肥の窒素成分を化学肥料から   

有機物に代替して化学肥料を削減できる。  

 

 

 

 

 

<関連普及技術 > 

・特殊肥料「そば殻発酵堆肥」は 2t/10a施用することで、夏レタス、秋ハク   

  サイ、スイートコーンでは 30～50％、雨除けトマトでは 15～ 30％の化学肥  

  料減肥ができる（平成 20年普及技術） 

・全面マルチ用うね内部分施肥機は葉菜類（はくさい、キャベツ、レタス） 

 の減肥栽培に利用できる（平成21年普及技術） 

・可給態リン酸量が 50mg/100g 以上であれば夏まきはくさいのリン酸施肥  

 を全量削減できる（平成 22 年試行技術）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図１  秋はくさいの収量  

（平 17～ 20、野菜花き試験場）  

平 17 のみ   2t30%減肥区→ 2t15%減肥区  

      2t50%減肥区→ 2t30%減肥区  


